
2003年度 委員会活動成果報告 
（２００４年 ３月３０日作成） 

委員会名 鉄骨超音波検査小委員会 主 査  名：田中 剛 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 材料施工委員会（鉄骨工事運営委員会） 委員長名：嵩 英雄 

設 置 期 間   ２００２年 ４月   ～２００６年 ３月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 

現行の「鋼構造建築溶接部の超音波検査・同解説」が制定された当時において
は，研究開発途上の新しい技術であったＳＨ波を用いた探傷法に関する研究資料
を収集・分析し，ＳＨ波探傷法の技術を確立させる。また，柱梁溶接接合部にお
ける溶接欠陥位置・寸法と溶接部の強度，梁の塑性変形能力の関係を，実大の柱
梁接合部実験に基づき検討し，欠陥と部材の構造特性の関係を明らかにする。以
上の検討結果を「鋼構造建築溶接部の超音波検査・同解説」の改定に反映させる。 

委員構成 
（委員名（所属）） 

田中剛（神戸大学）・倉持貢（清水建設）・石井匠（JFE 技研）・石原完爾（大
手町ファストスクエア）・上平綱昭（エンジニアリングサービス）・川口淳（三
重大学）・工藤憲二（駒井鉄工）・坂本真一（清水建設）・嶋徹（戸田建設）・
鈴木孝彦（新日本製鉄）・津山巌（日建設計）・中込忠男（信州大学）・橋田知
幸（片山ストラテック）・藤本信夫（鹿島建設）・笠原基弘（ジャスト） 

設置WG 
（WG名：目的） 

なし 

2003年度予算    ２００，０００円 

 

項  目 自己評価 

委員会活動状況 
（開催日・参加人数） 

平成 15 年 5 月 7 日（8 名）・平成 15 年 6 月 27 日（13 名）・平成 15 年 9 月 12 日
（10 名）・平成 15 年 11 月 26 日（7 名）・平成16 年 3 月 9 日（14 名） 

（成果の具体的内容、成果の学術的・技術的・社会的価値、ホームページ等での公開の有無） 

・ ＳＨ波探傷法による溶接始終端部欠陥に関する測定データを収集・分析し
た。 
・ 欠陥の種類や欠陥高さを含めて，どの程度の精度で検出が可能であるかに関
する研究資料を収集した。 
・ 溶接部に人工欠陥を挿入した骨組構造実験，単純引張実験に関する研究資料
を収集・分析した。 
・ 溶接欠陥位置・寸法と接合部の強度，梁の塑性変形能力の関係を検討した。 

得られた成果 

委員会 HPアドレス：  
（当初の活動計画と得られた成果との関係） 

目標の達成度 

・ 2006 年 3 月脱稿予定の「鋼構造建築溶接部の超音波検査・同解説」改定に向
けての活動を本格化させている。 
・ 当初の活動計画に沿って，小委員会の開催・活動を行っている。 

その他評価すべき 
事項 

・ 少ない予算の中，小委員会および作業グループの打合せ会を開催し，活動成
果の量と質を落とさない努力をしている。 

 

 


